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本調 査 報告書 は、 昭和48年 ユ0月 ユ5日 付 を も って、 「新 しい都 市 に関 す る

ビジ ョンに つ い ての ア ン ケ ー ト調 査 」を集 計 し たもの で あ ります 。

本 調査 の 目的 は、 現 在 都市 が かSえ て い る多 様化 した 問題 の解 決 と、 将 来 の

都 市 の 新 しい ビジ ョ ンを実 現す る為 に、 この 両 者 をむすぶ シス テ ム 開発 の 基 礎

乏 な る資料 を収集 す る た め で あ りま す。

私 共、 日本 情 報 開発 協 会 では、 社 会 が工業 化 社 会 よ り情 報化 社 会 へ と質的 転

換 が な され つ ＼あ る とい う基 本 的 認 識 にた っ て、 そ の移行 を政 策 的 に行 う必 要

が あ る こと を痛感 し、 民 間 企 業 と地 方 自治体 とい う二 つの対 象 につ い て、 現 在

かSえ てい る問題 を変 遷 期 の二 重 化 し てい る問題 と して とら え、 情 報 化社 会的

に解 決 を政 策モ ジュ ール と して作 成 してい く とと もに、5年 后 或 い はD年 后 の

都 市 の あるべ き姿 を情 報 化社 会 的 ビジ ョン とし て とらえ、 この 実現 を追求 した

政 策 モ ジュ ール に結 びつ け た シス テ ム として作 成 す る実験 を行 って お ります。

地 方 自治 体 と しては、 神奈 川 県藤 沢 市 を モデ ル都市 として と りあげ、 現 在作

業 進行 中 で あ りま す 。

本 調 査 の対 象都 市 は、 東 京.大 阪 、横浜 の周 辺衛 星都 市20と 地 方 中核 都 市

(人 口20万 ～30万)40と し、 ア ン ケ ー トをX・願 い 致 しま し た処 、42都

市 か ら解 答 が あ りま した。

周 辺衛 星 都 市(A群)16

藤 沢,町 田.三 鷹,国 分寺.武 蔵 野,大 宮,草 加,松 戸.船 橋.昭 島.新 座.

鳩 ケ谷.大 和.高 尾.八 尾 、枚 方

地 方 中核都 市(B群)26

函 館.旭 川.八 戸,秋 田.山 形.福 島.宇 都 宮.富 山 ご金沢.福 井,長 野 ・

日立.清 水.豊 橋.岡 崎.一 宮,豊 田.明 石 、奈 良.福 山.徳 島.高 松.大

分.宮 崎.平 塚.川 越

即 ち、 回答 率 は 「i'O%あbま した 。但 し回 答到着 が予想 よ り大分 遅 れ、12

月 中旬 に な りま した の で、 集計 もお くれ発表 が今 日に な っ た こ とは 、調 査 結果

に期 待 され た方 々 に対 し大 変 遺感 で あ ります が、 本 日発送 に かえ て 御 報 告 致



します の で、 何 卒御 諒承 下 さ る様 お願 い 致 し ます。

伺、 シス テ ム開発 完 成 の暁 に は都 市 問題の 解 決 に強 力 な手段 とな る と思 い ま

す の で御 利用 ・御活 用 下 さる様 御 願 い致 します 。

も

、
'

…

昭和49年2月

(財)日 本 情 報 開 発 協 会

理 事 長 稲 葉 秀 三
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新 しい 都 市 ビジ ョン の ア ン ケ ー ト調 査 報 告

●

G

昭 和48年IO月 に実 施 致 しま した 「新 しい都 市 に 関す る ビ ジ ョンにつ い て

の ア ン ケー ト調査 」の結 果 が ま とま りま した の で 報告致 します。

今 回 ア ンケー ト調査 を実 施致 しま した都 市 は2群 あ りま して、

1)東 京 ・大陳 ・横 浜等 の大都 市 の 周 辺の ベ ッ トタウン と推 定 さ れ る都市

…A詳

2)人 口が20萬 ～30萬 に達 してい る地 方中 核都 市 …B群

で あ ります。 これ らの都 市群 の もつ諸 問題 と新 しい ビジ ョンを追 求 しそ の解 決

策 と長期 計 画 の立 案 基礎 と なる資料 と して役 立 つ もの と確 信 します。.

誠 に残 念 で は あ ります が 到着が 集 計 に 間に合 わ ない為2,3の 都 市 が 対 象か

ら外 れ て しまい ま した。 御 諒承下 さ れ ば 幸甚 です。

、

、

、

・

1都 市 の 沿革 ・特 性 につhて

1-1市 政 施行 年 ・月

明治22年4月 山形 ・福井 ・秋 田 ・金沢 ・富山

10月 賄徳島

大正

?3年

2
,9年

30年

31年

40年

44年

5年

2月

4月

4月

2月

4月

4月

7月

8年!ユ 月

10年9月

ll年8月

ll年l!月

ユ1年12月

!3年2月

!3年4月

高松

宇都宮

長野

奈良

福島

大分

福山 ・岡崎

明石

一宮

旭川

函館 ・武蔵野

越

水

崎

川

清

宮
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昭和4年5月 八 戸

7年4月 平 塚

!2年4月 船 橋

14年9月 日立

15年IO月 藤 沢

15年ll月 浦 和 ・.大宮

18年!月 高 槻

18年4,月ee

終戦

凛

22年8月

23年4月

25年11月

26年3月

29年5月

33年2月

33年ll月

34年2月

39年ll月

42年3月

45年ll月

牧 方

八尾

三鷹

豊 田

昭島

町 田

草加

大和

口分 寺

嶋 ケ谷

新 座 一印A群

o

♪

常識 的 な結果 です がA群 が 大 部 分戦 后に 施 行 日を もつ て い るのは、 大 都 会 に

集 中す る人 口増 加 を周辺 地域 が 吸収 してい つ た こと を物 語 る もので あ ります 。

一 方B群 は 明治 ・大正 ・昭和 初期 ま で に大 部 分 の都市 が 集 中 してい ます 。

これ は 地 方 中核 都 市、 既 ち、 県 庁 所在地 と して の行政 都 市 或 いは 商業 中心 と

しての 歴 史 を もつて い る こと を物 語 たつ て い ます。

1-2人 口 ・特 性 ・人 口密度 ・人 口構 成 ・人 口流 出入 … 附表1参 照

人 口流 出入 に つい ては 解答 が少 ない の で対 象外 と致 しま した。
'

戸
・
■

A)人 口 につ いて

昭 和33年/昭 和48年 の15年 間の人 口増 加 率 にA群 都 市 とB群 都 市 と顕

著 な性格 が 出て お ります 、既 ちA群 では、 歴 史的 に古 く且 つ地 域 面積 の狭 い武

一2一



蔵野 市が ヂで に飽 和 状 態 に達 して1.3倍 の増 加 率 に と どま つて い る以 外、 す

べ て 約2倍 以 上 の増 加 率 とな り、 平 均3.02倍 の増 加 率 とな つ て いるの に反 し

て、B群 では 自動 車 産 業都 市 として 異状 に増 加 した豊 田 を除 き2倍 を こえ る都

市 は な く、又 比 較 的増 加 率 の 高 い平塚 、 浦 和、川越却まA群 に近 い ベ ン ド タウン

と して の佳 名 が地 理 的 に入 っ て い る もの と思 わ れ ます。 平均 して1 .6倍 に と ど

まつ て います 。

既 ちA群 はB群 に対 し2倍 の増加 率 を示 してい る こ とにな りま す。

、

、

B)都 市特 性'につ い て

この 面 で も'A群 とB群 に顕 著 な特 性 が あ ります。'既 ちA群 では 農業都 市→ 住

宅都 市 となつ た 解答 が圧 倒 的 多 く、 比較 的 市政 施行 日 の古 い武 蔵 野 ・大 宮が、

一す で にそ の段 階 よ りB群 に近 い 住宅都 市
→ 商業 都 市に変 貌 してい る解答 を よせ

て い ます。 一 方B群 で は 商業 、 も し くは工 業都 市 と して と どまつて お り!5年

間に そ の性 格 を まつ た く変え て しまつ た都 市 は コン ビナ ー ト誘致 都 市以 外 には

な く、 又 住 宅都 市 に 現在 とどまつ て い る都 市 もあ りません 。

'K
・

農業 → 住 宅 → 産業 → 多 核

の一 つの 成長 変 化 パ ター ンが あ る と思 われ ます 。

しか し後 項 の 「都 市 の 成長 」で述 べ ます が、 す でに上述 した成 長 類 型 のあ る

ステ ー ジで飽 和状 態 に達 して しま つた都 市 が出 て きて お り、 そ の都 市は 一方 に

お い ては都 市 機能 が 未 成 熟の まSお かれ て い る問題 に直 面 して い ます。

これ が新 しい タィ ブの 都 市問題 の一 つ では ない か と思 い ます。

へ

、

・

C)人 口密 度 につ い て

A群 では 人 口の急 激 な増 加 に と もない、 入 口密 度 も急 激 に増 加'してお り、1

平 方粁 当 り平 均5,560人 に達 して お り、 特 に武 蔵野 市で は!・'2,000人 とな

つ て い ます 。(後 述 の 「都市 の成 長 」参照 され度)一 方B群 では 古 い歴 史 を も

つ金 沢市が8;100人 に なつ て お りますが 平均lt600人 と3分 の1以 下 の 密

度 で あ ります 、 これ ぱA群 が急 激 に成長 し飽 和状 態 に達 して しまつ て い る。

しか しなが ら機能 的 に は必 ず しもバ ラン ス して い な い ところ に問題 点 が あ る

こと を示 して い ます 。 一 万地 万 中 核都市 は再開 発 す る 余裕が まだ十 分 あ る こ と

を示 してい ます。

一3一



D)入 口構 成 に つ い て

人 口の急 激 な増onは 必 然 的 に人 口構成 に も変 化 を与 へ て きてお ります。A群

では0才 か ら10才 の乳 幼 児人 口がB群 よ り増 加 してお ります。'既 ち20・9%

(A群)に 対 し17.3/o(B群)に と どま つ てお ります。

これ は後 述す る都 市の かXえ る現在 の問 題点 と強 い 相関 が あ ります。.

既 ち保 育 園、 幼 稚 園、 学 校 施 設 不 足 の 問題が 重 点 施策 となつ てい る都市 はA

群 特 に20%以 上 の0～10才 人 口 をかXえ る大 部 分 の 都市 だか らで あ ります。

つ

1-3市 長 ・市議 会の 性 格

市長

自 民 ◎

保守系無 ○

中立系無 口

諸 派 ×

革新 系無 △

▲

■

●

◎

社

明

会

選

民

公

社

共

市議会
過半数

〉 ・

～ ×
」 又は同数

●

'

・
♪

鳩ケ谷

口分寺

昭 島

新 座

武蔵野

大 和

草 加

,三 鷹

平 塚

33年

○

○

○

○

○

○

△

○

市長

48年

○

△

○

○

●

△

△

○

市議会

年3

0

0

0

0

0

3

○

○

○

48年

○

×

○

○

●

○

●

○

'

,-
、
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年48

×

○

○

○

×

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

●

○

議輪

年3

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

0

3

○

○

○

○

○

×

●

○

○

○

○

○

○

○

年"

口

○

○

△

口

○

◎

口

○

○

○

○

○

●

○

口

△

△

○

△

○

○

◎

○

△

◎

帳

年㏄

口

○

○

○

口

○

◎

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

◎

○

○

○

○

●

○

△

◎

立

越

筒

形

田

崎

戸

井

石

皇

宮

水

島

田

尾

田

沢

方

山

山

松

戸

和

野

分

槻

寓

目

川

高

山

豊

岡

八

福

明

奈

一

清

福

町

八

秋

藤

牧

富

福

高

松

浦

長

大

高

醐
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川

沢

橋

高

館

宮

旭

金

船

徳

函

大

◎

◎

○

○

◎

◎

●

△

◎

○

◎

●

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

●

よ

地 方 自治 に政治 色 が どれ程 強 く反映 す る か、 又 政党 別 にそ の特 色 と りわけ ス

ロー が 之 ・ビジ ョン に差 異 が あ るか ど うか を調査 す る為 にア ン ケ ー トを求 め

ま した。

市長について ・群 ではその%が 鞠 系で 占め られ、躍 で略 となつてい

ます.構 会 では・群 では%が 鞠 系 であ り・群 で碗 と低砧 拠率 となつ

て お ります。

プ

.ノ

1-4≡ 戦 災都 市 に つい て … 附表 ユ参 照

B群 はそ の 歴 史の 古さ 、地 方 中 核都 市 で あ る こ と よ りか な りの 都 市が 戦 災

を うけて吐 すが(嘉 都市)、 ・群 では、わず か剛 島 艦 三鷹のみ

で あ ります。

1-548年 度 の予算 につ い て ・・附 表1参 照

予 算 構成 は税収入 だけ では な く国庫 補助 金 そ の 他 より成 り立 っ てい るの で、

必ず し もそ の都 市 の 民力 を示 す もの では あ りませ んが 、1人 当 りの予算 が 大

きい こ とは機 能 増加 には つ なが る!つ の メ ジ ャー であ る と思 い ます。

A群 で は5.57萬 円/入 で あ ります がB群 で は6.lO4萬 円/人 で あ

り やSた か くな つて お ります が 大 差 な い と云 って よい で し よう。

む しろ豊 田 ・福 山等 大 工業 地 帯 の 高額 が 目立 ちます 。

◆

ジ

↓
つ

一6一
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1-6都 市性 指標 に つ い て
附表4参 照

都 市 性 を示・す 代表 的 指標 を と りま したが 解 答が極 端 に少 な い項 を除外 して

29指 標 に 整理 してみ ま した。

附表 得点 は、 各 指標 に つ い て都 市性 の 高 い上位 よ り順位 をつけ た もの で、 少

い点 数 が都 市性 の 高 い 目安 とな るも の で あ ります。 尚 ア ン ケご トの解答 に もれ

て い た処 を当 方 で調 査 じ補 足 した点 もあ り、そ れ が 事実 と反 して い る こと もあ

る かと存 じま す の で、 御 諒承 の上 御 証正 願 いま す。

A群 平 均520・06229～30位

B群 平 均481・61519～20位

差t38・ 生47/42都 市

都 市 性 を示 す 指標 を、 都 市 の規模 ・機能 ・成 長 の 三 つの 分 野 に わけ、A群 ・

B群 につ い て比 較 してみ ま した。

数 字 は 得点 平 均'

A)都 市の形態的次元

!人 当 り予算額

1人 当 り市民所得

大学短大数

競輪c競 馬

交通事故

lO萬 当 り医者数

総 合病 院数

被保護世帯数

障害者施設数

ね たきり老人数

投票率

B)都 市の機能的次元

商業従業者率

A

20.7

16.5

22。2

14.9

10.6← ・層

25。5

19。8

21。2

⊥7。8

23.0

28、1

30.7

B

2!.9

15。2

→15 。5

10.4

22'、4

→15.2

19.!

→ ユ6.8

15。4

→18。0

→15」5

→15 。6
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大企業数

工場数

コンビナー ト数

・都市銀行数

道路数

鉄道、 バス数

空港数

下水道

上水道

都市 ガス

公 園面積

電話

C)都 市の成長的次元

人 口増加率

農家人 口率

住宅団地数

ピックス トア数

A

27。9

28。0

2。O

l9。4,

22。2

9。6←

9。O

2。8

14。8

12.7

267

←

←

17.6←

10。3

!1。2

21.9

16u9

←

←

←

→

→

→

→

→

→

→

B

l5」7

!4。0

2.O

l9。O

l4u5

15.2

5。!

15,4

25。6

21。3

16。3

224

26。8

27。2

14.5

29。8

■

よ

A)都 市の形 態的 次 元 は、 都 市 と して の歴史 、 規模 を示 す もの も含 まれ てkり

ます 。 その 都 市 の政 策 も強 く反 能 す る次 元 で あ ります。

A・B群 を比 較 してみ ます と、B群 が 一般 的 にA群 より上 位 を 占め て い る こ と

が わか ります 。

これは 都市 と しての歴 史 、"年期 が入 っ て い る〃 と云 う差 異 か ら くる もの とい

えそ うです。

この次元 は、 本 質 的 に は 同質 の もの です か ら、 い ず れA群 がB群 の 水準 に達

す る もの と思 わ れ ます。

B)都 市の機 能 的 次元 では、A群 は 衛 星都 市 と して大都 市 との連 結、 大 都 市 の

延 長 と して の機 能 的発 達 が 目 ざま しい こ と を示 して い ます。 鉄 道 ・ガス ・電 話

に その 兆が みえ ます。
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亀

一 方B群 で は地 方 中核 都 市、 或 い は、 そ の都 市 の特 性 を示 した 面 に強 く反能

して います。 商業 従業 者率 、 大 企業 数 、工 場 数 、 道路 数 がそ の典 型 的 な もの で

す。

c)都 市の 成 長 的次 元 では 、B群 で はす でに成 長 期 をす ぎ、 バ ランスの とれ た

安定 期 に入 っ てい るの に対 してA群 は、 猛 烈 な成 長度 を示 してい ます。

A群 の最 大 特性 とい え ま し よ う。

・㌦

b

、

1-7独 自の 部 ・課 につ い て

武蔵 野

大 和

日 立

越

井

石

良

水

田

ア

川

福

明

奈

清

町

戸

野

松

長

分

槻

大

高

緑 と花 の 課 ・健 康 課

渉 外 課(基 地 担 当)・ パ トロール課

環 境 保全 部 一 天気 相談所

分 析 セ ンタ ー(公 害関 係)

市 民 活動 部 一市 民活動 課

{
市 民参 加 へ の市 民啓 発 ・市民組 識化推

進 ・市民運 動 の連絡 調 整

市民 サ ー ビス部

保 育課

生 活 課 ・余 暇 課

電 話 サ ー ビス セ ン ター ・清 美諌

み ど り課

す ぐや る課 ・ひな た村(子 供 の遊 び 場 づ

く り)・ 移 動 ス ポ ー ツ車(体 育用 具 を も

つ て巡 回)

す ぐや る課 ・しあわせ課 ・なが い き課

広 聴 課 市 民 サ ー ビス係

消費 者 行政係

自治振 興課 ・緑化 推進 課

環 境調 整課(生 活環 境 の 調整)
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旭 川

金 沢

船 橋

大 宮

自治活動部

行政事務近代化推進事務局

行政サー ビス室(す ぐやる課)

企業局電気課(多 目的 ダム発 電)

市民サ ー ビスセンター(な ん で もす ぐや

る課)

健康管理課

老人福 祉課

同和対 策室

学校建設公社 ・土地開発公社

●

」-8・ ユー9は 解 答が 極端 に 少 なか っ たの で対 象 か ら外 しま した。

2都 市 の 現在 の問題 点 に つい て

2-1現 在 の問 題点 につい て ・・ … 附 表2参 照

保育所 ・幼稚園を含む公共施設の不備対策が圧倒的 に一位 を占め て(30/4>

より、 次岐 通nee〈ig/・ ・),人 ・問剛 ワ 。9となつて劫 ます・ 財政不均衡

・公害 ・土 木施 設の 順 にな つて お り、lO以 上 の 解 答が あ りま した。

「.将来 の 問題 」と比 較 して みた い と思 い ます。

2-2・2-3・2-4公 害 に つい て

公 害 の種類

河川 汚 濁〆

騒 音

工場 公 害

海 水汚 濁

臭 気

の順 となっ てい ます。

8

7

6

4

4

… 附表3参 照

何 らか の公 害 が 存在 してい る と25都 市が 報 告 して きてteり 、 そ の うち深 刻
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化 して きてい る都 市7、 解 決 方 向 に向 っ てい る都 市!7、 とな つて い ま す。

群 別 にみ ま す とA群 は4都 市 にす ぎませ ん。 これはA群 が大 都 市 の べ ソ ドタ

ウン的 な環 境 であ る こ とに一関係 して い る と思 いま す し、4都 市 の公 害 も大 都 市

的 な もの といえ ま しよ う。

公 害対 策は

公害 防止 施 設 へ の補 助 金、 資金 援助12

公害 規 制基 準 の設定12、

公 害 監視制 度ll

がそ の 主 た る もの とな つて お りおす。

匂

「φ

..

㎏

2-6将 来 の問 題点 にっ い て … 附 表5参 照

交 通対 策20/42

学校 等公 共 用 地 の 確保 ユ6/42

都 市計 画実 行 の 困 難性 ユ4/42

人 口問 題8/42

緑 地7/42

の 順 にな つて い ます。 これ を現在 問 題 となつ て い る点 と比 較 して み ま す と

現 在 の 問題 将 来 の問 題

㌶ 共馳 施設〉 く ‡欝 欝用地施設
人 口問 題3都 市計 画 実行 の困 難

財政 不 均 衡4人 目問題

公害 緑地

都市 計 画 実行 の 困難 ゴ ミ処理 ・水 資 源不 足

既 ち、 現在 上 位 を 占め て い る問 題 の うち、 公害 は 前述 した 如 く、 何 とか解 決

方 向 に むか つて お り、 財政 不 均衡 は他 の問 題 にす りかえ られ て な くなつ て い ま

す が、 残bの4つ は依 然未 解 決 の 問題 と して残 って お りま す。 一 方 将来 、 問題

となつ て くる もの と して、 緑地 の 確保 とゴ ミ処理 、 水 資源 不 足 が あが つて きて
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います。

これを辞別にみます と

現在 の問題

学校等公共 用地施設

交通対策

人 口問題

財政不均衡

公 害

都 市計 画実行 の困難

全 体

30/42

19/42

17/42

13/42

12/42

11/42

AB

l5/30ユ5/30

ユ/1918/19

11/ユ76/17

9/13今/13

4/128/12

4/117/12

♪

既 ちA・B共 通 の問 題 は公 共 用地 ・施 設の 問 題 であ り、A群 特 有 の問 題 と し

て は 人 口抑 制等 の 急 激 な 人 口増加 対 策 と、 それ に帰 因 す る財 政 不 均 衡問 題 とい

えま しよ う。 一方B群 で は新 しい 都 市計 画 が比 較的 出来 に くい と ころ よ り交 通

公害・綾害 の問 題が 大 きい 問題 とな つて きて い ます し、 都 市計 画実 行 の困難 性 も

比重 が重 くなつ てい ます 。

将来 の問題

交通対策

学校等公共用地施設一

都 市計画実行の困難

人 口問 題

緑地

ゴ ミ処理

水資源不足

全 体

20/42

16/42

)4/42

8/42

「i'/
42

5/42

5/42

A

5/20

8/ユ6

今/ユ4

4/8

4/
7

4/5

0/5

B

亘/20

8/ユ6

10/14

今/8

3/7

5/5

5/5

学 校 等公 共 用地 ・施 設 確保 の比 率 は 下が って い ます が、依 然2位 に と どまb .

A・B群 共 通 の問 題 とな つてい る。 又人 口問 題 はA・B群 共 通 の 問 題 とな り、

緑 地 確保 も同 等 の こ とが いえ ます。 交通 対 策 はB群 の 問 題 で したが依 然 将来 間
'
題 として も大 きな ウエ イ トを占 めて い ます。

又都 市計画 につ い て も傾 向 は 同等 とい え ま し よ う。 既 ちA・B群 とも現 在 問

題 の 傾向 が 将来 問 題 に も及 ん で い る とい えま し よ う。

∀

'

♪

3

」
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2-7・2-8シ ビル ミニ マ ム と福 祉 対 策に つ い て … 附 表6参 照

シ ビル ミニ マ ム を制定 して い る都 市は 、 わず か7市 にす ぎず、 まだ 一般 化 し

て お りません 。 又 この 概念 が革 新 系 市長 の都 市 に 特 に 多い とい う傾 向 もあ りま

せ ん。 しか し今 后、 各 市で 定着 して い く傾 向 が あ ります。 シ ビル ミニ マ ム(Zi)内

容 につ い て は解 答 が少 ない の で参 考の 為、 よせ られ た 内容 を附表 で参 照 して 下

さい。

シ ビル ミニ マ ムが 一 般 市 民 の生活 権 の基 準 を示 す もの とす れば福 祉 政 策 は、

恵 ま れ ない環 境 に い る市民 に対す る政 策 とい えま す が、 この面 では34の 都 市

の実 施解答 が あ りま した。 心 身 障害 者、 老 人、 遺 児、 に対 す る医 療 費 ・手 当

等 が 中心 となつ て い ます が 、福祉 を更 に拡 げ て乳、 幼 児、 妊 産 婦、 市 民交 通 傷

害 等 を対 象に して きた こ とは喜 ば しい傾 向 で あ りま す。

、,

匂

3都 市 の新 しい ビ ジ ョンにっ いて

3-lr2・3都 市 の長期 ビジ ョンつ い て

緑 と文化都市の建設

部市生活環境整備 ・計画

都市 と産業 との調和

老人福祉 政策の充実

都市機能の充実

都市生活 の安定確保

ユ4/42

■8/42

1〔)/42

8/42

7/42

8/
42

A

5

7

2

1

1

5

附 表7参 照

B

g

ll

8

7

6

3

緑 と文 化 とい う理 想 都 市 の建 設 が1位 を 占めて います が、 現 実 的 な問 題点 の

解 消 とい うべ き ものが ビジョン となつ て い る もの が 多 くあ りま した。

都 市生 活 環境 のむ ず か しさの解 消、 産 業 特 に農業 との ジ レン マ、 都 市 機 能 の

マ ヒの回 復
、都 市生 活 の安 全 の不 安定 等 が 上位 を 占めて い ます。

老 人 福 祉 政 策が6位 を 占めてい る ζ とは 、福 祉政 策の 不充 足 を示 して い る も

の とい えま しよ う。

A・B群 の 差 は この 面 ではほ とん どみ られ ませ ん で した。

一13一



総 括的 にい えば現 在、 将 来 の 都 市 の問題 点 の むず か しさ を ピジ ョン と して示

した もの が 多 い とい え ま しよ う。

3-5・6・7.8・9・IO

市 民 の 参加 につ いて … 附 表 日参 照

地 方 自治 に対 す る市民 の 参加 は 今 后 都 市 問題 の最大 の問 題 とな る一 つ で あ り

,・ますbこ れ には ・2つの 面 が あ.るど思 いおす。 市 当 局か らの働 きか け に よる もの

.と、 市 民 側 か らの 働 きか け で あ り ます;自 分達 の 住 む都 市 は 自分 達 で、 自分達

の手 で何 で も してい く とい う考 え、 行動 に基 点 が あ るの です'が、 それ を市 当 局

の 指 導性 で 行 うか、 市 民 自 らの 参 加 運 動 で行 うか の差異 で あ る と思 い ます。

しか し、 日本 では まだ その 前 夜 的 段 階 で、今 回 の ア ンケ ー トも市当 局側 の政

策決 定 に対 す る初歩 的 な方 法 に つ い てのみ に と どめ ま した。

A)ビ ジ ョン作 成 に対 す る 市 民へ の何 らか の働 きかけ を行 っ てい る都 市は

37都 市 に のぼ つて お ります が、 意 識調 査 に』よる もの と、 市 か らの積 極 的 パ ン

フ レ ッ ト配 布 ・市 長 との 対話 がそ の代 表 的 方法 と なつ てお ります。

革新 系帳 都市 の%が 市長 との対話 をやつていると報告 されて劫 ます。

B)こ の よ うな 色 々な メデ ィ アに よる市 民 の意 見 の 市当 局 の 吸収 は
、 もつ

ぱ ら市当 局担 当 者、 或 い は市 長 の 立 案 の参 考 に な つ てい る段 階 で あ る こ とが わ

か りま した。

ま'だ一つの市民の意見 としで直接反応 させ る制度になつてい る都市はあ りま

せん で した。現在市議会 とい う間接代表制 に よる決定方法が とられていますが
、

市 民 直接 代 表制 を要求 す る 声が 重 要 案件 につ いて は強 くな つ て きて お ります。

これ を どの ように取 り入 れ、 解 決 して い くか が 今 后の 問題 で し よ う。

c)市 当 局か らの市 民 の 自治 へ の 参 加 促進 方 法 につ い て は

市 民 との 懇 談会、 相談 とい う最 も初 歩的 段 階 が最 も多 く13都 市 とな つて

お ります。

しか し市民 ア ンケ ー ト(l!都 市)モ ン ロー 制度(5)に よ る非 参 加 の内 か ら

の意 見吸収 段 階 よ り、 よ うや く形 式 的 参 加 段階 に入 った こ と を示 す もの といえ
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b

ま し よ う。 こ の 段 階 で の 市 長 との 対 話(6)市 民 集 会(5)ロ_リ ン グ.シ ス

テ ム(4)等 の方法 を含め て26都 市 が この 段階 に入 った こ とを示 して い 試

実 質的参 加 方 法 と しての 市民 直接 自治 方式 ・市民代 表 制度 に向 っ て活溌 な議
:

論 が 今后 展 開 して い く こ とが予 測 され ます。

D)市 当 局 か らの 市民 への 自由参 加へ の 働 きかけ と して ロー リング.シ ス

テ ムが23都 市 で採 用 され て いま す が、 計 画 策定 の為 の何 らか の委 員 会 の 設 置

が16都 市 で行 わ れ て い ます。

この 面か らの 市民 代 表 制 が 検 討 され てい る証拠 で しよ う。

E)こ の傾 向 に 対 す る間接 代 表 制 に よる議会 の 反応 は
、 これ を是 と して積

極 的 に支 援 して い る都 市は!3、 そ の結 果 を参考 と してい る都 市 が!0と なつ

て い ます。

今 回 の ア ン ケー トに は入 れ て あ りませ ん が 市民 側 か らの参 加 運 動 も今 后重 要

な方 式 とな る と思 いま す。

、

3-!l・12住 民 エ ゴ につい て

住 民 エ ゴの お きて い る都 市 と内 容 をあげ ます と下 記 の通 りです。

{

A

A

A

A

A

B

B

B

B

A

A

B

新 座

武蔵野

和

加

鷹

形

石

良

田

戸

野

大

草

三

高

山

明

奈

町

松

長

緑 の保 護 ・ゴ ミ処理

ゴ ミ処 理

国道 バ イパ ス建 設

土 地区 画整理 ・広 域幹 線道 路 建 設 ・日照 権

ゴ ミ処理 ・広域 幹 線道路 建 設

崎(解 決 済)ゴ ミ処理 ・葬 祭 セ ンター建 設

各種公 共施設の立地等

変 電所設置

道 路整備

車の団地内通過 禁止

コ ミュニテ ィプ ラン ト設置反対 ・幹 線建設

汚水処理場 設置 ・土地 区画整理
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B

A

B

B

分

槻

川

沢

大

高

旭

金

食 肉 セ ンター建 設

新用 途 地 域 の決 定 ・幹 線 建 設

ゴ ミ処 理、新 空 港建 設

ゴ ミ処 理、 道 路拡 張 、 学 校 建 設
輻

〆

∠

」
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ま と め

¶

`

地 方 中核 都 市 と いわ れ るB群 一歴 史 を もち、地 方 の 中核 と して の特 性 産 業 を

もち、 安 定 期 に入 って い る都 市 一 と、 入 口的 に もB群 にせ ま り、 急成 長 をつ づ

け るA群 とが現 在 かsえ る問 題点 と将 来 の ビジョ ンに何 か根 本的 な差 異 が あ る

の か、 又 都 市 問題 の解 決 の き ざ しは どの 面 か ら起 っ て い るか を さ ぐる こ とが 出

来 るか も しれ な い とい う期 待 を もつて集 計致 しま した が、 結 論 を下す に は、 は

やい と思 い ます が い くつ か の概念 にま とめ る こ とが 出来 る と思 い ます。

、

、

1・A・B群 の 差 異 を超 越 して 〃 日本 的 〃とい え る都 市 問 題 に両 群 共通 して 直

面 してい る とい え ます。

公共 用 地 、 施 設 確保 の 困難性

交通 過 密 か ら くる公害

入 口急 増 加 か ら くる財政 のア ンバ ラン ス

人 口抑 制

諸 々の 公害

都 市計 画実 行 の困難

はす べ て、 都 市 面積 と人 口過 密 の ア ンバ ランス か ら くる もの で あ ります。 これ

はB群 とい え ど も共通 した問 題 であ る と ころに 〃 日本 的 〃 といえ ま しよ う。

さ らに この 問 題 が 将来 に もつづ き⊃ 緑 の確保 さ へ困 難 とな り、 市 民が 排 き 出す

ゴ ミをエ コ ロジ カル に解 決す る こ とが 困 難 とな り、 水す ら不 足 す るで あろ うと

うつ たえ て い ます。A群 に比 較 的 強 く示 さ れ てい る こ とは、 大 都市 の かxえ る

多 分同 じ問題 を強 く反 映 して い る とい え る で しよ う。

s そ れ 故、 新 しい ビジ ョン も、 む しろ、 現状 延長 型 の困難 な問題 を、

防 止す る もの が理 想 と なつ てい る わけ です。

なん とか

2・ こ の よ うな困 難 な 問題 の 解決(?)に3つ の兆 候が あ らわれ て きて い ます。

一17-一



1つ は都 市 自身 が 自衛 的行 動 をす る よ うに な つ て きた こ と、 石 油危 機、 物 資

不足 は そ れ に加速 度 をか け て き た こ と、,但 し、 他 の都市 に対 して・ 又 他 の 都 市

の 市民 に とつて は都 市 エ ゴに な る危 険 もは らん でい ますが、

Φ

づ

1つ は 住民 エ ゴが 強 くな つ て き た こ と。

ユつ は、 市 当 局或 いは 住 民代 表 か らの運 動 と して、 市 民 の 市政 直接 参 加 が 色

々 な面 でお きて きた こ とで あ りま す。

都 市問 題 の解 決は この 第3の 点 、 市 民 の 市政 に対す る参 加 に よる都 市 の再 生

が最 も期 待 出来 る兆 候 で あ り、第1、 第2は 結 局は破 滅 に向 か う もの といえ

るの では ない で しよ うか。 新 しい エコ ロジ カルな都 市 の 再 生は、 都 市 の市 民の

決定 と行 動 、 そ れ も直 接 的 な もの に なつ た場 合 に始 めて期 待が もて るの では な

い で し ようか。
げ

」
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附,表 の'見 方

附 表1都 市 の 特 性 及び 成 長 に つ い て

第1表

当 表 は3部 に わか れ て い るが 印刷 ミスに ょ り'太線 をお か な か った たあ 、1表

の よ うに な って しま って い るの で 、利用 す る場 合 に は

(1)都 市 成 長 過 程 「成 長 中 」～ 「そ の他 」まで

(2)都 市 の成 長 要 因 「交 通網 の発 達 」～ 「購 買 力 を もつ 」ま で

(3)「 成 長 の必 要 性 」(○)と 「不必 要 の 理 由 」 、

「人 間が … 」～ 「生 活 レベ ルの 向 上 」ま で

区 分 して みて 下 さい 。

尚 、(3)の ○ 印 は必 要性 の あ り と解答 の あ った市 叉 は 必 要 性 の理 由 を附 記

、 さ れ た市 に記 入 した もの で あ り、 ×印 は 不必 要 又 は不 必

要 の 理 由 を附 記 され た市 に 記入 した もので 、合 計 欄 の 数

は そ の 合計 で あ り、(?)は 解 答 無 しの 都 市数 を示 した もの

で す 。"

附表2現 在の都市 の問題点

(1)市 名にAを 記入 してあ るのは印刷 ミス

ー ＼

.r9～ ノ'

(2)○ 印 は当 該解 答 の 記 入

(3)合 計 欄 で0解 答 の あ る項 目が あ る のは他 の 目的 で 利 用 した もので す か ら、

抹 消 して利 用 して下 さ い。

附表3公 害関係

当表は4部 門にわ かれてい ます ので、利用 され る場合留意 してみて下 さい。'

(1)公 害の種類

(2)深 刻化傾 向 ○ 印は深刻化 してい る都市

「解 決傾向 」は解 決にむか ってい る都市

無 印は解答 な しを示 します。

(3)公 害対策

「公害 防止条令… 」～ 「原因者負担 」ま で

(4)公 害住民運動 ○印 は運動の ある都市

ナーシ印 は運 動のない都市

無印は解答 な し

附表4実 数 値 及 び得 点 表

(1)r順 位 」は合 計 得点 の低 い 順 位

(2)「 実 数 値 」の単 位 は下 位 欄 に示してあ る単位で、 な い もの は実 数 を示 す 。

(3)「 得 点 」は都 市 性 の高 い順 位 に実 数値 を評 価 した もの。

附表5将 来の都市 の問題点

(1)○ 印は当該解答 の記入

(2)合 計欄 に0解 答 とある項 目は他の 目的 で利用 した ものです か ら、利用 され

る場 合に不必要 で したな ら抹 消 して下 さい。

附表6シ ビル ミニマ ム と福祉 政策

当表 は2部 門 に分 か れて い ま す 。

.(1)シ ビル ミニ マ ムb.)「制 定 の 有 無 」○ 印制 定 あ り×印 な し

各項 目 はそ の 内容 項 目で ○ 印 は解 答 の あ った都市 を示 しま す。

② 「福 祉政 策 」 ○ 印 ・あ り ×印 ・な し ・

「心 身障 害 者 助 成 条 例 」～ 「福 祉 会 館 」まで、合計 欄 の 「?」 は解 答 な しを

示す 。

附表7都 市の ビジ ョンについて

(1)○ 印 は当該解答 を示 します

② 合計欄の0解 答 とある項 目は他 の目的 で利用 した ものですか ら利用 され る

場 合に不必要で したな ら抹 消 して下 さい。

附 表8市 民 参 加 につ いて

当表 は5部 門 に分 か れ てい ます の で利 用 さ れ る場合 留意 してみ て下 さ い 。

(1)ビ ジ ョン作 成 へ の市 民 参 加

「PRパ ン フvッ ト 」 ～ 「や ってい な い 」ま で

(2)利 用 方法

「市 長の 立 案 参 考 」 ～ 「そ の他 」ま で

(3)市 民 参 加方 法

「市 民 ア ン ケ ー ト」 ～ 「ロ ー リン グ シス テ ム 」ま で

(4)ロ ー リン グ シス テ ム

×印 は ロー リン グ シ ス テム を してい ない 都 市

「方 法 」の○ 印 は 「市 民 ア ン ケー ト」か ら「委員会設置 」ま で の各 項 目 につ

い て 当該 方 法 で ロ ー リング シ ステ ムを 行 ってい る都市 を示す 。

(5)市 議 会 意志

「積 極 的 」か ら 「そ の他 」ま で

o
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都 市 の 特 性 及 び 成 長'に つ い て

附表1

都 市 成 長 過 程 鳩ケ谷 国分寺 昭 島 新 座 武蔵野 大 和 草 加 三 鷹 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形 豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良
・一 宮 清 水 福 島

成 長 中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安 定 に 指 向 ○ ○ ○

飽 和 状 態 ○ ○ ○ ○

低 滞 期 に入 って い る ○

成 長 以 前

そ の 他

都 市 の 成 長 要 因

交 通 網 の 発 達 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

.地 理 的 条 件 ○ ○ ○ ○

人 口 の 適 正 配 置 ○ ○

住 宅 の 増 加 ○

人 口 増 加 ○ ○ ○ ○

産 業 の 健 全 な 発 展 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

行政 機 関 の適 正 配 置 ○ ○ ○

開発 万 能空 間 の 存 在 ○

社 会 資 本 の 拡 充 ○

豊 富 な 労 働 力

購買力(消 費力)を もつ

成 長 の必 要 性(○) ○ ○ ○

不 必 要 の理 由(×) × X

1
人間 が住 む に値 い す
る環 境 を保 ち得 ない × × × ×

都 市 と して の 完 成 ○ ○ O

入口増加酔 う財政負担ロス × × ×

都市 機 能 の集 積 必 要 ○ ○

適正 な都市規模の確保 ○

公 共 施 設 の 不 足
i

s

生 活 レ ベ ル の 向 上 `
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附表1

都 市 成 長 過 程 町 田 八 尾 秋 田 藤 沢 枚 方 富 山 福 山 高 松 松 戸 浦 和 長 野 大 分 高 槻 宇都宮 旭 川 金 沢 船 橋 徳 島 函 館 大 宮 合 計

A

成 長 中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31

安 定 に 指 向 ○ ○ 5

飽 和 状 態 ○ 5

低 清朗 に 入 って い る 1

成 長 以 前

そ の 他

都 市 の 成 長 要 因

交 通 網 の 発 達 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16

地 理 的 条 件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

人 口 の 適 正 配 置 2

住 宅 の 増 加 ○
・ 2

人 口 増 加 ○ ○ ○ ○ ○ 9

産 業 の 健 全 左 発 展 ○ ○ 11

行 政機 関 の 適正 配 置 ○ ○ 5

開 発万 能 空 間の存 在 ○ ○ 3

社 会 資 本 の 拡 充 ○ 2

豊 富 な 労 働 力 ○ 1

購買力(消 費力)を もつ ○ 1

成 長 の必 要 性(○) ○ ○ ○ ○ (○)17(×)10

不必 要 の理 由(×)
, (?)15

入間 が住 む に値 い す
る環 堵 穿保 ち得 たい 4(×)

都 市 と し て の 完 成 ○ ○ ○ ○ 7(○)

人口増加こ伴う財政負担 ロス 3(×)

都 市機 能 の 集積 必 要 ・2(○)

適正 な都市規模 の確保 ○ 2(○)

公 共 施 設 の 不 足 × 1(×)

生 活 レ ベ ル の 向 上 ○ 1(○)
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附表1

鳩ケ谷 国分寺 昭 島 新 座 武蔵野 大 和 草 加 三 鷹 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形 豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良 一 宮 清 水 福 島

、

A・B群 列 A A A A A A A A B B B B B B B B B B B B B B

単位

S33人 目(万) 1.7 . 3 4ユ 10 3.5 3 8 10 15 10.8 15 184 4.3 16 16 14 12.5 13 17 13.7

48〃 5.6
'8

8.1 9.7 13 13.2 15 15.5 18 20 20.3 21 21ユ 22 22 22 22.4 22.6 23 23 23.7

倍 率 3.39 2.66 2.0 1.3 3.77 5.0 1.93 1β 1.33 2.0 1.40 1.14 5.11 1.37 1.37 160 180 1.76 1.35 1.72

S33人 口密度 0.27 0.28 0.24 0.9 0.11 0.5 0.15 0.09 0.09 0.06 0.05 0.03 0.07 0.07 0ユ3 0.26 0.06 0.22 0.25 0.05

S48〃 0.90 0.73 0.47 1.2 0.54 0.9 0.26 0.13 0.18 0.07 0.05 0.08 0.09 0ユ0 0.07 0.48 0.11 0.29 0.10 0.03

特 性 農 一往 農一往
工 ー

工 ・住 農一往 住 一商 ?一 工 農一住 住一往
商業一
工商業

工 ・鉱 一

工 ・鉱

農 ・商 一

工商住
農 一商 商 一商 工ー工

標準一
標準
工ー工

商工一
商工

農 ・住一

工 住

観 ・住 一

観 ・住
工ー工 港湾工業農 ・商・住一商観

0～10 24 18.0 18.6 22.4 15.9 242 14.72 18β 20.6 199 16 16.6 196 18.6 212 196 15.2 17.8 18 17.6 17.5

11～20 13 13.9 13ユ 12.7 13.2 13.1 13.55 14ユ 16.3 16.1 18 176 14.6 17.8 16.7 148 14.7 13.4 25 15.8 18.3

21～30 22 24ρ 21.4 13.5 25.5 242 25ユ6 21.9 216 217 19 16.4 27.0 19.9 185 17.4 18.0 20.4 21 20.2 17.0

31～40 20 17.1 179 22.1 16.3 20.6 16.77 17.7 16.2 17.0 16 15.8 16.7 15.5 17.1 15.2 15.2 18.0 14 17.2 15.7

41～50 10 12.7 12.5 8.5 12.5 8.3 12.26 118 10.5 10.4 13 138 8.9 11.4 12.4 134 13.8 12.1 8 12.3 13.3

51～60 6 7.2 75 5.1 7.9 5.1 774 7.5 7.9 7.4 8 8.9 6.0 8.1 7ユ 9.3 9.7 8.1 7 7.8 &5

61以 上 5 7.1 16.5 15.7 8.7 4.5 7.10 82 6.9 7.5 10 10.9 7.2 &7 7.0 」1.3 13.4 10.2 7 9ユ 9.7 .

戦 災

全 部 ○ ○ ○ ○ ○ ○

一 部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ほ とん ど ○ ○ ○ ○ ○

皆 無 ○ ○ ○

予 算(億)

税 9 28 21 18 54 32 33 56 56 51 44 39 48 112 60 43 51 51 58 40 58 43

国 庫 3 6 8 6 5 10 5 17 10 18 9 8 7 16 5 9 22 29 23 11 6 18

そ の 他 12 10 25 29 14 22 29 25 31 32 28 64 42 65 51 68 71 38 55 37 51 50

計 24 44 54 54 73 64 67 98 97 101 81 111 97 193 116 120 .144 118 136 88 115 111

人口当う予算 の

4.3 5.5 67 56 5.6 4.9 4.5 6.3 5.4 5.0 4.0 5.3 4.6 8.8 5.3 5.5 64 52 5.9 3.9 一 4.7

一

一23一



}

‡

ノ

声

」



附表1

1町 田 八 尾 秋 田 藤 沢 枚 方 富 山 福 山 高 松 松 戸 浦 和 長 野 大 分 高 槻 宇都宮 旭 川 金 沢 船 橋 徳 島 函 館 大 宮 合 計

|

「

A・B群 列 A A B A A B B B A B B B A B B B A B B A

単位

S33人 口(万) 6.3 11.2 19 12 6.6 17.8 一18 22 7 15 15.6 21 7.2 18 295 13 17.9 24.9 16

48〃 24 24.1 25 25 26.8 28 28 28.9 29 29 29.9 30 30.5 31 31 373 39 22.9 23.2 30

倍 率 3.80 2.15 L31 2.1 4.06 1.57 1.55 1.31 4.14 1.93 1.91 1.42 4.23 1.7 L26 3.0 1.2 0.93 1.9

S33人 口密度 0.27 0.04 0.1 0ユ7 OO8 0.14 0.12 028 0.1 0.06 0.07 0.07 0.05 0.75 0ユ13 0,113 0.17

S48〃 0.32 0.58 0.05 0.36 0.4 0.13 0.13 0.15 0.49 0.41 0.07 0.08 0.29 0ユ0 0.04 0.81 0.4 0,122 0,091 0.33

特 性 住一住
農 ・住 一

往工
農一行

一 往 農業一住宅
商工 ・

商工
商業一工業 商 ・観 ・

中枢 ・管理
農 一往

住文一
住文 行一行

農 行 一
農工商行

農一往
商 ・工 ー

工商行

田商一

田商

商観行一
商観行
農業水産
一商業住宅

商 ・行政
一高・徹

水産 水産一
商業 商業

住一商業

馴 `

0～10 23.1 210 17.0 21.3 23.23 178 19.1 17.0 23 182 18 17.9 24 18.7 18.3 17.6 16.7 16.2 20

11～20 12.8 14.4 184 12.6 12ユ4 14.2 15.9 15.4 13 13.6 15 1τ5 12 16.7 18.1 14.6 16.7 19.7 15

21～30 20.4 22.7 18.0 20.4 23.07 1&4 192 182 24 22.4 17 18.7 22 197 19β 205 182 17.5 22

31～40 22.4 17.5 16.9 183 19.20 16.0 16.2 166 20 18.2 15 16.0 20 163 176 14.9 16.1 15.1 17

41～50 10.8 10.4 13.3 11.9 10.67 13.2 11.9 13.6 9 11.7 14 12.5 10 12.0 11.9 12.4 12.9 13.0 11

51～60 5.8 7.0 8.4 6.9 5.72 9.8 8.0 9.0 6 76 10 84 6 82 7.9 92 9ユ 92 8

61以 上 6.1 7.0 7.9 7.9 5.97 10.6 9.1 10.2 5 8.3 11 9.0 6 &4 6.6・ 108 10.3 93 7

戦 災

全 部 ○ ○ ○ ○ ○ 11

一 部
○ ○ ○ 11

ほ とん ど ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・13

皆 無 ○ ○ ○ ○ 7

予 算(億)

税 64 60 95 76 79 109 78 66 55 64 85 78 81 112 81 50.9 50 74.9

国 庫 30 18 16 22 19 15 26 6 10 22 41 22 34 34 18 9.9 50 10.1

そ の 他 66 49 61 150 48 110 49 78 55 80 69 115 81 79 121 86.9 76 43.9

計 160 127 172 248 146 234 153 150 115 lq6 195 215 196 225 220 147.7 176 128.9

人口当り予算(万

6.7 ・5
.1 69 9.3 5.2 &4 53 52 40 56 6.5 7.1 6.3 6.0 5.6 6.5 7.6 4.3
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現 在 の 都 市 の 問 題 点
附表2

鳩ク谷A 国分寺A 昭 島A 新 座A 武蔵野A 大 和A 草 加A 三 鷹A 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形 豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良
一 宮 清 水 福 島

下 水 処 理

教 育 施 設 の 不 備 、 ○ ○

交通 混雑 ・交通公害 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 園 、緑 地 不 足

保 育 園 ・幼 稚 園 〆 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新庁舎(市 民セ ンター) ○

ご み 処 理 ○ ○

公 共 用 地 ○ ○

道路整備(土 木施設) ○ ○ ○ ○ ○ ○

河川・海汚染その他(公害)
一

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

流 通 機 構

地 域 再 開 発

市立病院(救 急医療、その他医療不足) ○

物 価(土 地) ○ ○
＼

駅 前 広 場

人 口 抑 制 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

用 舎 地 域 の 管 理

市民の市財政への不理解

シ ビル ミニ マ ムの設定

余 暇 対 策 を抜 本 的 に

歯 科 医 の 予 防 制

公害住宅の積極的確保

市営住宅不足(住 宅不足) ○

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

事 務 繁 雑 化
、

財 政 不 均 衡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住 民 エ ゴ ○

事 務 の 繁 雑 化 ○ ○

米 軍 施 設 跡 地 ○

新 空 港 建 設

一27一
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附表2

町田A 八尾A 秋 田 藤沢A 牧方A 富 山 福 山 高 松 松戸A 浦 和 長 野 大 分 高槻A 宇都宮 旭 川 金 沢 船橋A 徳 島 函 館 大宮A 計 AB

下 水 処 理 0 00

教 育 施 設 の 不 備 、 ○ 3 21

交通混雑 ・交通 公害 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 118

公 園 、 緑 地 不 足 ○ 1 10

保 育 園 ・ 幼 稚 園' ○ ○ ○ OiO ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 1213

新 庁 舎(市 民センター)

!

1
1 10

ご み 処 理 ○ 1 ○ 4 13

公 共 用 地 2 11

道路整備(土 木施設) ○ ○ ○ ○ ○ 11 47

測ll・ 海汚染 その他(公 害) ○ ○ ○ ○ ○ 12 48

流 通 機 構 0 00

地 域 再 開 発 0 00

市立病院(救 急医療・その他医療不足) 1 01

物 価(土 地)
.

2 02

駅 前 広 場 1 0 00

人 口 抑 制 ○ ○ ○
1

○ ・ ○ ○ ○ ○ ○ 17 116

用 舎 地 域 の 管 理 一 0 00

市民の市財政への不理解 0 00

シ ビ ル ミニ マ ムの設定 0 00

余暇 対 策 を抜 本 的 に 0 00

歯 科 医 の 予 防 制 0 00

公害住宅の積極的確保 0 00

市営住宅不足(住 宅不足) ○' 2 02

特 別 養 護老 人 ホー ム 0 00

事 務 繁 雑 化 ○ 1 01

財 政 不 均 衡 ○ ○ ○ ○ 13 94

住 民 エ ゴ ○ 2 02

事 務 の 繁 雑 化 ○ 3 03

米 軍 施 設 跡 地 1 10

新 空 港 建 設 ○ 1 01
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附表3

公 害 の 種 類 牧 方 平 塚 福 山 高 松 川 越 国分 寺 富 山 清 水 昭 島 福 島 豊 田 武蔵 野 岡 崎 秋 田 日 立 浦 和 大 和

騒 音 ○ ○ ○ ○

排 気 ガ ス ○ ○

地 盤 沈 下 ○

工 場 ○ ○

河 川 ○ ○ ○ ○

海 水 ○ ○

大 気 ○

臭 気

ヘ ド ロ

深 刻 化 傾 向 ○ ○ ○ 解決傾向 ○ 解決傾向 ○ 解決傾向 解決傾向 解決傾向 解決傾向 ○ 解決傾向

公 害 対 策

公 害 防 止条 令 に よる工
場 設 置 許 可 制 ○ ○(立 入) ○

光化学スモッグ被害者救済告1定 ○

公害監視(モ ニター)制 度 ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

公害防止施設設置資金補 助 ○ ○ ○ ○
行 政 指 導 ○

規 制 基 準 設 置 ○ ○ ○ ○ ○ ○
罰 則 規 定 ○

○

市 民 健 康 検 診
○

市 環 境 保 全 条 令
○

大工場 との公害防止協定
○ ○ ○ ○ ○

企業匂 公害防止計画提出命令
○ 1

公 害 専 門 機 構
○

歩道 整備 、 スクールソLン
○

市 ・ 県 条 令
○

苦 情 処 理 ,'

.

無 過 失 賠 償責 任 制 度

原 因 者 負 担
■

公 害 住 民 運 動 ○ ○(欝⇒
.

○ ○ ナ シ 一 ○ ナ シ ナ シ ナ シ ナ シ ○ ○ ナ シ ○ ○ ナ シ1
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附表3

公 害 の 種 類 三'鷹 山 形 福 井 大 分 宇都 宮 金 沢 八 尾 明 石 藤 沢 高 槻 八 戸 旭 川 徳 島 函 館 大 宮 合 計

騒 音 ○ ○ ○ 7

排 気 ガ ス 2

地 盤 沈 下 1

工 場 ○ ○ ○ ○ 6

河 川 ○ ○ ○ ○ 8

海 水 ○
〉

○ 4

大 気 1

臭 気 ○ ○ ○ ○ 4

ヘ ド ロ ○ ○ 2

深 刻 化 傾 向 ○
どちらとも

いえない
解決傾向 解決傾向 解決傾向 解決傾向 解決傾向 解決傾向 解決傾向 解決傾向 解決傾向 解決傾向

公 害 対 策

公 害防止 条 令 に よる工
場 設 置 許 可 制

3

光化学スモッグ被害醐 斉制定 1

公害監視(モ ニター)制 度 ○ ○ ○ ○ 11

公害防止施設設置資金補 助 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12

行 政 指 導 ○ ○ 3

規 制 基 準 設 置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12

罰 則 規 定 ○ ○ 4

市 民 健 康 検 診 1

市 環 境 保 全 条 令 ○ 2

大工場 との公害防止協定 ○

'

6

企業への公害防止言」画提出命令 1

公 害 専 門 機 構 ○ 2

歩道 整備 、 ス ク ー ル ゾ ー ン 1

1市 ・ 県 条 令 ○ ○ ○ 4

苦 情 処 理 ○ ○ 2

i無 過 失 賠 償 責 任 制 度
1 ○ 1

1

原 因 者 負 担 ○ 1

公 害 住 民 運 動 ○ ○` ナ シ ○ ○ ナ シ ナ シ ○ ○ ○ 可能性 ○
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実 数 値 及 び 得 点 表

附表4

(左:実 数値、右:得 点)

順位 都市名 .合計得 点 投 票 率
▲

予算額/総 人口 人 口 増 加 率
.

1人 当り市民所得額 農 家 人 口 率 商 業従 事 者 率 住 宅 団 地 数 大 企 業 数 工 場 数

戸

1 金 沢

.

^'374
77.35 12 6.08 15 130 36

1

一 8.4 21 12.4 14 3 25 42 1

.

1935 6

2 函 館

.

395 74.30 19 7.55 4 96 41
1

54.6 14 1ユ 1 27.1 4 1 32 20 12

1

925 16
←

3 奈 良

.

408 74.09 20 5.91 16 177 21 66.3 5 10.1 23 6.0 30 一 19 14

1

1326 9

4 福 井

.

410 86.00 2 6.57 9 160

.

25 50.6 21 23.4 36 12.0 15 15 7 25 4

1

2343
1

3

5 清 水

.

439
.

75.00 17 4.79 33 180 18
.

62.2 8 14.0 27 9.88 23 13 8 18 15 1393 8

6 旭 川 442 77.90 11 6.32 14 170 23 47.3 24 9.2 22 27.7 3 2 20 12

1

一

6 秋 田

.

442 78.85 7 5ユ2 30 132

.

34 57.7 11 13.4 26 11.6 18 12 9 10 25.

.

657 24

8 富 山

.

450
●

74.09 20 5.21 27 156

.

26 61.0 9 10.1 23 6.0 30 一 19 14

.

1326
.

9

9 高 松 467 72.00 23 5.28 25 132 34 52.4 17 22.2 34 33.3 2 7 15 25 4 2015 5

10 大 分

.

474 86.60 1 650 12 143

.

28 53.0 15 22.7 35 18.4 10 43 3 14 20

■

964 14

11 宇都宮

.

477 82.70 3 6.53 10 130

.

36 62.4 7 18.4 30 19.0 9 5 19 13 22

■

1319 10

12 長 野

■

478 81.30 6 5.53 19 191

1

16 一

1

26.8 39 11.7 16 56 1 39 2

■

1070 13

ユ2 平 塚

■

478 75.70 15 5.39 22' 180

.

18

■

9.6 28

1

一 9.6 24 8 i13
24 7

■

813 21

14 福 山

■

482 76.60 13 8.36 3 156

1

26

1

68.0 4 20.9 33 11.2 19 7 :15 8 32

.

3080 2

15 明 石

.

483 55.40 39 5.14 29 180 18

.

一

.

6.0 13 22.7 6 4 21 21 11

■

723 22

16 宮 崎

■

496 74.50 18 5.29 24 140 29

.

50.1 22

.

11.0 25 12.9 13 28 5 12 23

■

445 30

17 山 形

.

501 78.50 10 4.63 34 115 40

■

50.0 23

.

23.0 36 11.7 16
'

7 115 10 25

.

1493 7

18 一 の 宮

.

505 78.64 8 3.83 41 135 32

■

52.4 17

.

16.0 29 21.0 8

1

54 2
1

24 7

1

5684 1

19 福 島

.

507 82.15 4 4.63 35 173 22

.

53.6 16

1

25.9 三38 9.9 22

■

10 10 23 9

.

921 17

20 浦 和

1

522 62.76 31 3.97 40 193 15

.

一

1

4.7 10 105 21

1

3 25 3 36

.

一

21 徳 島

.

534 63.90 29 6.45 13 122 39

■

56.1 12

.

16.3 30 24.2 5

■

0
'
34 32 8

1

1303 11

22 八 戸

.

537 57.10 38 5.48 21 140 29

.

45.3 25

.

14.3 28 34.3 1

.

4 21 14 20

1

833 20

23 岡 崎

.

540 75.24 16 5.27 26 138 31

.

一

1

18.4 30 18.0 11 10 10 15 18

■

2216 4

24 川 越

■

545 64.30 28 4.50 36 170 23

■

51.6 20

1

20.5 32 6.7 27

1

8 13 11 24

.

921 17

25 日 立

1

559 81.60 5 5.05 31

1

135 32

・

一

■

7.5 18 6.4 29

.

2 28 1 41

■

868 19

26 豊 田

■

577 78.53 9 8.77 2

.

510 1

.

93.0 1

■

25.0 37 5.9 32

.

40 4 29 3

.

933 15

.

(%) (万円/1万 人)

.

〔漂 …( ) (万 円)

1

(%) (%)・

■ .

一
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附表4

(左:実 数値、右:得 点)

看

順位 都 市 名 コ ン ビ ナ ー ト数 ビ ッ グ ス ト ア 数 都 市 銀 行 数 大 学 短 大 数 競輪場・競馬場数 道 路 鉄 道 ・パ ス

・

空 港 数 下 水 道 排水 率

1

、

金 沢 0 2 7 12 6 16 5 7 1 5 4 2 3 4 1
`

1 11.5 30

2 函 館 0 2 0 40 4 28 5 7 2 3 4 2 2 28 1 1 59.6 6

3 奈 良 0 2 6 19 29 1 7 1 3 1 2 12 3 4 0 9 29.7 19

4 福 井 0 2
・

6 19 2 33 5 7 1 5 0 35 3 4 0 9 44.3 10

5 清 水 0 2 11 5 28 2 1 34 0 19 4 2 3 4 0 9 15.4 25

6 旭 川 0 2 7 12 6 16 4 10 1 5 3 7 2 28 1 1 15.4 25

6 秋 田 0 2 13 2 2 33 4 10 0 19 2 12 2 28 1 1 57.3 8

8 富 山 0 2 6 19 12 8 3 15 1 5 2 12 3 4 1 1 57.0 9

9 高 松 0 2 3 34 6 16 3 15 1 5 2 12 3 4 1 1 37.9 12

10 大 分 1 1 5 24 3 29 4 10 1 5 1 23 2 28' 0 9 14.4 28

11 宇都宮 0 2 8 9 6 16 3 15 2 3 2 12 3 4 0 9 280 20

12 長 野 0 2 7 12 6 16 6 5 0 19 3 7 3 4 0 9 69.0 4

12 平 塚 0 2 8 9 6 16 1 37 1 5 2 12 2 28 0 9 11.0 32

14 福 山 0 2 4 31 3 29 2 22 1 5 2 12 2 28 0 9 340 15

15 明 石 0 2 2 38 5 25 2 22 0 19 0 35 3 4 0 7 68 33.

16 宮 崎 0 2 一 14 5 2 22 1 5 4 2 2 28 1 1 31.0 18

17 山 形 0 2
、

7 12 2 33 2 22 0 19 0 35 2 28 0 9 23.9 21

18 一の宮 0 2 3 35 5 25 1 34 1 5 4 2 3 4 0 9 85.2 2

19 福 島 0 2 5 24 7 1・4 4 10 1 5 1 23 3 4 0 9 20.1 23

20 浦 和 0 2 4 31 8 12 2 22 1 5 3 7 2 28 0 9 64.9 5

21 徳 島 0 2 5 24 2 33 7 1 0 19 2 12 2 28 0 9 33.9 16

22 八 戸 0 2 5 24 一 2 22 0 19 2 12 2 28 1 1 一

23 岡 崎 0 2 11 5 3 29 3 15 0 19 3 7 3 4 0 9 33.3 17

24 川 越 0 2 8 9 17 4 3 15 0 19 1 23 3 4 0 9 59.0 7

25 日 立 0 2 5 24 18 3 2 22 、0 19 0 35 3 4 0 9 35.1 14

26 豊 田 0 2 5 24 2 33 2 23 0 19 1 23 2 28 0 9 一 一

1

(%)
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(左:実 数 値、右:得 点)

附表4

順位 都市名 上 水 道 普 及率
.

都市ガス普及率 1人 当 り公園面積 電 話 普 及 率
1

交通事故発生率
`

人口10万 人当り医者数 総 合 病 院 数 被 保 護世 帯 数 心身障害者充足率 ねたきり老人対策
・

`

1

■

.一

1 金 沢 93.6

1

17
.

49.9 11

`

4.63
1

5 78.0
.

.

7
.

1ユ 30 307

.

3 13 4

.

1.8

1

21 7.4 6 16.8 17

2 函 館 98.4 9
`

31.6 18 12.9
1

2 0.62 17 151

1

14 5 14

1

3.7

1

12

3 奈 良 95.0
.

15 75.3 4 22.50
1

1

1

80.0
.

`

4
.

0.8 20
1

194

.

7 2 30

,

1.7

1

22 1.0 26 14.0 13

4 福 井 97.8 13 60.0
,

9 4.57
`

6 75.4
.

8 0.58 15 170

1

9 3 20

.

1.2

`

28 一 58.0 36

5 清 水

1

93.5
.

18 一 0.41
1

37 62.0

1

23 0ユ1

1

2 137

.

20 3 20

.

一

1

30.0 1 31.3 27

6 旭 川 70.O
I

42 279 21 11.50
.

3

1

60.0
.

1

24 0.4 3 一

.

4 15

.

2.6

1

16 0.08 32 13.5 11

6 秋 田 88.3 26 91.0 1 5.27 4 50.8

1

34 0.6 16 181 8 4 15

.

2ユ1 19 2.0 19 6.0 1

8 富 山
1

1

86.0
.

32 39.9 14

.

一

.

50.0 35 0.8 20 137 20 4 15

.

13.8 3 0.5 25 15.5 14

9 高 松 83.4
.

37 18.7 31

1

3.69 7

.

68.0

l

l7 0.9 22 167

.

10、 6 12

.

1.5

.

24 1.4 24 25.0 23

10 大 分 91.2
1

23 25.9 23

1

2.5 12

.

41.7 38 1.00 28 124

.

24 3 20

.

2.60

1

16 7.0 7 10.0 4

11 宇都宮 87.0 29 8.8 35

1

2.80 10

1

51.3 33 1.20 32 一

.

2 30 1.2 28 一 10.0 4

12 長 野 93.7 16 24.41 25

1

0.76 34

.

44.0 37 0.62 17

1

132

1

23 1 35 1.42

1

27 1.69 22 43.2 32

12 平 塚 91.8 22 32.0 17

.

1.5 25

1

74.9 9 0.97 27 140

.

16 9 7 6.8

1

10 3.0 16 36.25 29

14 福 山 86.8 30 一

1

2.1 16 70.0 15 1.3 34

.

107

1

25 4 15 3.0 14 20.0 4 13.0 9

15 明 石
'
99.9 2 39.3 15

1

0.02 40

.

80.6 3 O.1 1

1

140

.

16 5 11 一 5.6 11 10.0 4

16 宮 崎 88.0 27 25.0 24

1

2.42 14

1

19.9 41 0.94 26

1

167

■

10 3 20 1881

1

1 26.0 3 41.27 31

17 山 形 92.8 21 148 34

1

3.2 9

.

67.7 18 0.4 3

.

470

1

1 6 12 10.1

■

4 20.0 4 13.0 9

18

.

一 の宮 85.4 33 27.0 22

`

1.6 22

.

56.5 31 1.3 34

1

105

.

26 9 7 6.8

1

10 一 163.30 38

19

1

福 島 75.5 40 19.3 30

1

1.9 20

1

62.1 21

.

09 22

.

219

.

5 3 20 1.7

.

22 一 一

20

■

浦 和 80.6 39

.

40.0 13

1

0.87 33

.

63.3 20 0.9 22

.

231

1

4 16 1 9.3

1

1 1).67 28 一

21

.

徳 島 85.0 34

`

22.6 27

.

2.39 15

1

7r9 13

.

1.00 28

.

356

1

2 3 20 2.7 15 1L6 23 一

22

1

八 戸 91.1 24

1

8.8 35

1

2.43 13

.

53.2 32

■

0.5 13

.

140

.

16 2 30 2.51

1

18 6.7 9 16.6 16

23

.

岡 崎 835 36

1

242 26

1

3.40 8

.

58.0 27

`

1.8 38

1

15

1

36 1 35 0.2

.

37 2.0 19 10.7 8

24

.

川 越 84.8 35

.

16.0 33

`

0.96 31

`

67.0 19

1

1.5 37

■

211

.

6 0 42 10.0

1

4 0.5 29 30.0 25

.

25

.

日 立 86.4 31

.

36.8 16

I

L45 26

1

71.4 14

.

1.1 30

.

77

.

31 3

.

20 一

1

3α0

.

1 15.73 15

.

.

26

■

=豊 田 97.8 13

1

22.0 28 2.1 16

.

'

320 39

1

1.4 36

.

53

`

34 2

.

30 0.3

.

36 一

1

37.4 30

一,一

(%)(%)(励 人)(%)(件 数/人)(%)(鷺 摩 論纂)(繋 党 議
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将 来 の 都 市 の 問 題 点
附表5

鳩ケ谷A 国分寺A 昭島A 新座A 武蔵野A 大和A 草加A 三鷹A 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形 豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良 一 宮 清 水 福 島

自動車公害、過密、道路マヒ、交通公害 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1

○ ○ ○ ○ ○ ○

ご み の 処 理 ○

学 校 等 公 共 用 地 確 保 ・整 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住 民 サ ー ビ ス(住 民 運 動) ○
.

老 人 対 策 ○ ○ ○
∨

○

公 害 ○

幼 稚 園 不 足
1

病 院 不 足 ・ 赤 字

住 宅 難 ・過 小 宅 地 の 増 大
○

.

下 水 処 理 .〉

政 策 費 の 減 少(財 源 不 足) ○

市 庁 舎 収 容 能 力 の 限 界

生 活用 品 対 策 ・小 規 模 店対 策 一

余 暇 利 用 対 策

子供の性教育、母子関係の正常化

縮 緬 の綻 ・鵬(市 街地一再開を) ○ ○ ○
'、

○
○ ○ ○

共 同 ・ 互 助 精 神 欠 除
○

一農 業 対 策
'

管 理 職 の 質 の 低 下

緑 地 公 園 ○ ○ ○ ○ ○ ○
水 資 源 不 足 ○ ○ ○ ○
人 口抑 制 ・集 中ス プ ロ ー ル 化 ○ ○

歴 史 資 料 の 散 逸

地 震 対 策

高 層 ビ ル 消 防 力 の 低 下

税 の 未 納 者 増 加

鵠 沼耕 地 整 理 内権利 関係 マ ヒ

身 障 児 者 の 増 加 、 対 策 ○ ○

新 幹 線 対 策

市 民 参 加 の 保 障

交 通 の 利 便 性 ○ 1

工場 用地の拡大傾向、企業誘 致 ○ ○ ○

..生活 環 境 の 悪化(地 価 物 価含) ○ ○ ○ '

.基 地 の 存 在 ○
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附表5

町田A 八尾A 秋 田 藤沢A 牧方A 富 山 福 山 高 松 松戸A 浦 和 長 野 大 分 高槻A 宇都宮 旭 川 金 沢 船橋A 徳 島 函 館 大宮A 計
AB

自動車公害、過密、道路マヒ、交通公害 ○ ○ ○ ○ ○ 』 ○ ○ ○ 20 317

ご み の 処 理 ○ ○ ○ ○ 5 23

学 校 等 公 共 用 地 確 保 ・整 備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 88

住 民 サ ー ビ ス(住 民 運 動)
1 10

老 人 対 策
4 22

公 害 ○ 2 11

幼 稚 園 不 足 ○ 1 10

病 院 不 足 ・ 赤 字
0 00

住 宅 難 ・過 小 宅 地 の 増 大
1 10

下 水 処 理 ○ ○ 2 02

政 策費 の減 少(財 源 不 足) ○ 2 20

市 庁 舎 収 容 能 力 の 限 界 ○ 1 10

生 活 用品 対 策 ・小 規 模店 対 策 ○ 1 01

余 暇 利 用 対 策
0 00

子 供の性教育、母子関係の正常化
0 00

都市計⑭ 魅 施・困難(市街地再開を) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 410

共 同 ・ 互 助 精 神 欠 除
0 00

農 業 対 策
1 01

管 理 職 の 質 の 低 下
0 00

緑 地 公 園 ○
7 43

水 資 源 不 足 ○ 5 05

人 口 抑 制 ・集 中 ス プ ロ ー ル 化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 44

歴 史 資 料 の 散 逸
0 00

地 震 対 策 : 0 00

高 層 ビ ル 消 防 力 の 低 下
0 00

■

税 の 未 納 者 増 加
0 00

鵠 沼耕 地 整 理 内権 利 関 係 マ ヒ 0 00

身 障 児 者 の 増 加 、 対 策 ○
3 21

新 幹 線 対 策 ○ |
1 10

市 民 参 加 の 保 障 ○ |

1 10

交 通 の 利 便 性
1 10

工場用地の拡大傾向 ・企業 誘致
3 03

生活環境の悪化(地 価物価含) ○ ○ 4 13

基 地 の 存 在
1 10
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シ ビ ル ・ ミ ニ マ ム と 福 祉 政 策

附表6
シ ビ ル ミ ニ マ ム 鳩ケ谷 国分寺 昭 島 新 座 武蔵野 大 和 草 加 三 鷹 平 塚 日 立 川 越

,

宮 崎 山 形 =豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良 一 宮 清 水 福 島
制 定 の 有 無 × × ○ ×策定中 × × × × ○ × × × × × × ○ × ○ × × × ×

市立保有所 ・民営充足率10(ト70% ○ ○
老人福祉センター・各種相談所 ・機能回復 ○

公 園 緑 地 確 保 06物 ○ ○
醐 力の難 論 ・整備(6艦 内) ○

防犯街路灯設置及その補助(道路環境整理) ○

生活環境施設S60年1人1日580」 多 ○

社会教育(蔵 書1000人 当り430円)

下水道普及率100%水 洗 便所普及率1009i
○

道路舗装率100%(歩 道付設立) ○
電話100人40台

○ =
ごみ処理100%

○

住 宅1人 当7畳 ○
医師数10万 人150人

○
立体交差90ケ 所

○

宅地面積1世 帯300勿 ○
!」ヰ 挺]三1/S当 り6.0カグ}959を

○
福 祉 政 策 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ? ○ ○

心身障害者の(医 療費)助 成条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
老人の 〃(そ の他福祉年金)条 例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特 別 児 童 福 祉 手 当 条 例 ○ ○ ○
社 会 福 祉 法 人 の 助 成 〃 ○ ○ ○
母子年金 ・母子寮条例 ・母子家庭医
療費無料化 ○ ○

遺 児 年 金
○ ○ ○ ○ ○

乳 ・幼 児 の 医療 費無料化(助 成)
○ ○ ○ ○

私 立 保 育 園 等 の 助 成 金 ○

精神薄弱児通園施設設 置 ・管理 ○ ○ ○ ○妊産婦(妊 娠中毒症 ・糖尿)医 療費
無料化

公 益 質 屋 ○

市立保育所設置 ○ ○
老人看護人手当

○
小規模公害見舞金

○ ○
市民交通傷害保険

○
家庭保育条例 ○

市民医療費援護金 ○

福 祉 会 館 ○
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附表6

シ ビ ル ミ ニ マ ム 町 田 八 尾 秋 田 藤 沢 牧 方 富 山 福 山 高 松 松 戸 浦 和 長 野 大 分 高 槻 宇都宮 旭 川 金 沢 船 橋 徳 島 函 館 大 宮 合 計

制 定 の 有 無 × × ・辮 準 ○ × ○ × × × × × × × × ○ × △ × × × ×3507

市立 保有所 ・民営充足率10(〉 、70% ○ 3

老人福祉センター・各種相談所 機 能回復 1

公 園 緑 地 確 保 ○ 4

消防力の難 治 ・整備(6分 以内3弁) ○ 2

防犯街路灯設置及その補助(道路環境整理) ○ 2

生活環境施設S60年1人1日580ノ ○ 2

社 会教育(蔵 書1000人 当り430円) ○ ○ 2

下水道普及率100%水 洗便所普及率100% ○ 2

道路舗装率100%(歩 道付設立) 1

ぞ

電話100人40台 1

ごみ処理100% 1

住 宅1人 当7畳 1

医師数10万 人150人 1

立体交差90ケ 所 1

宅地面積1世 帯300〃 ロ 1

!」、ヰ皓1ノ 当 り6{}〃 目 当'ス95% 1 v

福 祉 政 策 ? ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ? ○ ? ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 034 ×4 ?4、

心身障害者の(医 療費)助 成条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24

老人の 〃(そ の他福祉年金)条 例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31

特 別 児 童 福 祉 手 当 条 例 ○ ○ ○ 6

社 会 福 祉 法 人 の 助 成 〃 ○ 4

母子年金 ・母子寮条例 ・母子家庭医
療費無料化1 ○ ○ 4

○ C 〈) ○ ○ ○ ○ 12

◆一

遺 児 年 金

乳 ・幼児の医療費無料化(助 成) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○, 1 .1

私 立 保 育 園 等 の 助 成 金
文一 一 ○ ○ 3

精神薄弱児通園施設設置 ・管理 ○ 5

妊産婦(妊 娠中毒症 ・糖尿)医 療費
一無料化1 ○ ○ 2

0公 益 質 屋
一

市立保育所設置
一一

3

老人看護人手当 1

一

小規模公害見舞金 2

・

市民交通傷害保険 ○ ○ 3

家 庭 保 育条 例 1 1

一

市民医療費援護金
と

欝 ・ 鍬 1 資 金貸付

1「

福 祉 会 館 OIl 2
、
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都 市 の ビ ジ ョ ン に つ い て

附表7

鳩プ谷A 国分寺A 昭島A 新座A 武蔵野A 大和A 草加A 三鷹A 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形 豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良 一 宮 清 水 福 島

緑 の市緑 と文化それは … … 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合的市民文化 リクリエーションセンタ ー ○ (一)

駅周辺交通網整備 ・新交通システム ○ ○ ○ ○

下 水 道 完 備 ○ ○ ○

市政へ の市民参加 ・組 織 充 実 ○ ○

地 域 環 境 整 備 ・住 宅 建 設 ○ ○ ○ ○

学 園 都 市 へ

主 要 道 路 舗 装 歩 車 道 分 離 ○

河 川 浄 化 ○

都市と(農 業)と の調和 陸業 との) ○ ○ ○ ○ ○農 ○ ○ ○

人 口 の 適 正 配 置

ゴ ミ 対 策

コ ミ ュ ニ テ ィ 計 画 の 達 成 ○

老 人 ・ 福 祉 対 策 ○ ○

心 身 障 害 者 ・ 福 祉 ○ ○

市 立 幼 稚 園

社 会 教 育 の 充 実

自 動 車 公 害 撲 滅

広 域 市 政 の 拡 大 ・能 率 化 ○

県 ・市による教 育二重行政の解消

都市計画決定権の市長全面委 譲.

外 国 派 遣 研 修 の 恒 常 化

社 会 体 育

「ナくやる課」にする市民本位の政 治

自分の ものは 自分で処理する運動 -

消 費 流 通 機 構 改 革

生 活 安 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

江 ノ 島 片 瀬 海 岸 再 開 発

○

都 市機 能 の 充 実(地 方 中核) ○ ○ ○ ○

生 活 優 先 の 都 市 環 境 の 整備 ○ ○ ○ ○

各 種 土 地 の 集 約 化 ・再 開 発 ○ ○

老 朽 校 舎 の 解 消

公 共 施 設 整 備
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附表7

町田A 八尾A 秋 田 藤 沢 牧 方 富 山 福 山 高 松 松 戸 浦 和 長 野 大 分 高 槻 宇都宮 旭 川 金 沢 船橋A 徳 島 函 館 大宮A 計 A

緑 の市緑 と文化それは … … 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 7

念口 ・ 民 文化 リク リエーションセンタ ー ○ 3

駅 周辺交通網整備 ・新交通システム ○ 5

下 水 道 完 備 ○ ○ ○ 5

市 政 へ の 市 民 参 加 ・組織充実 2

地 域 環 境 整 備 、 住 宅 建 設 ○ ○ ○ 7 4

学 園 都 市 へ 0

主 要 道 路 舗 装 歩 車 道 分 離 1

河 川 浄 化 1

都市 と(農 業)と の調和(産 業との) ○ ○ 10 2

人 口 の 適 正 配 置 0

ゴ ミ 対 策 0

コ ミ ュ ニ テ ィ 計 画 の 達 成 1 1

老 人 ・ 福 祉 対 策 ○ ○ ○ ○ ○ 7 1'

心 身 障 害 者 ・ 福 祉 2

市 立 幼 稚 園 0

社 会 教 育 の 充 実 ○ 1

自 動 車 公 害 撲 滅 0

広 域 市 政 の 拡 大 ・能 率 化 1

県 ・市による教育二重行政の解 消 0

都市計画決定権の市長全面委 譲 0

外 国 派 遣 研 修 の 恒 常 化 0

社 会 体 育 0

「すくやる課」にする市民本位の政治 0

自分のものは自分で処理する運動 0

消 費 流 通 機 構 改 革 0

生 活 安 全 8 5

江 ノ 島 片 瀬 海 岸 再 開 発 1

0

都市 機 能 の充 実(地 方中 核) ○ ○ ○ ○ 8 1

生 活優 先 の都 市環 境 の 整 備 ○ ○ 6

各 種 土 地 の 集 約 化 ・再 開 発 ○ 3

老 朽 校 舎 の 解 消 ○ 1

公 共 施 設 整 備 ○ 2
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附表8
市 民 参 加 に つ い て

9べ
、

ビジョン作成への市民参加 鳩ケ谷 国分寺 昭 島 新 座 武蔵野 大 和 草 加 三 鷹 平 塚 日 立 川 越 宮 崎 山 形 豊 田 岡 崎 八 戸 福 井 明 石 奈 良
一 宮 清 水 福 島

PRパ ン フ レ ッ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意 識 調 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 聴 会 ○ ○ ○ ○

市 民 集 会 ○ ○ ○ ○ ○

市 長 と の 対 話 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ の 他 ○ ○ ○

や っ て い な い

利 用 方 法

市 長 の 立 案 参 考 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

担 当 者 の 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 議会 決 定 の一 要 素 ○ ○

反 応 に よる修 正 、 改正 ○ ○

市民意志により市議会決 定

そ の 他 ○

市民参加方法

市 民 ア ン ケ ー ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市政モニター制度の採用 ○ ○ ○

市 民 憲 章 の 制 定 ○ ○
「

懇 談 会 、 相 談 室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 長 と の 対 話 ○ ○ ○ .○ ○ ○

市 民 会 議 、 集 会 ○ ○

ロ ー リ ン グ シ ス テム ○ ○ ○

ロー リ ン グ シ ス テ ム × × × × × × × ×

方 法

市 民 ア ン ケ ー ト ○ ○

市 長 と の 対 話 ○

委員会設置、計画実施策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市議会意志 積 極 的 ○ ○ ○ ○ ○

参 考 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 視

行 過 ぎ一

そ の 他
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附表8

ビジョン作成へ○市民参加 町 田 八 尾 秋 田 藤 沢 牧 方 富 山1福 山 高 松 松 戸 浦 和 長 野 大 分 高 槻 宇都宮 旭 川 金 沢 船 橋 徳 島 函 館 大 宮 合 計

PRパ ン フ レ ッ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16

意 識 調 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22

公 聴 会 ○ ○ ○ ○ 8

市 民 集 会 ○ ○ ○ 8

市 長 と の 対 話 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16

そ の 他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11

や っ て い な い ○ 1

利 用 方 法

市 長 の 立 案 参 考 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20

担 当 者 の 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24

市 議会 決 定 の 一要 素 ○
一

3

反 応 に よる修正 、 改正 ○ 3

市民意志により市議会決 定 0

そ の 他 ○ ○ ○ 4

市民参加方法

市 民 ア ン ケ ート ○ ○ ○ ○ 11

市政モニター制度の採用 ○ ○ 5

市 民 憲 章 の 制 定 2

懇 談 会 、 相 談 室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13

市 長 と の 対 話 6

市 民 会 議 、 集 会 ○ ○ ○ 5

ロ ー リ ン グ シ ス テ ム ○ 4

ロー リン グ シ ス テ ム × ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ .(×)12

方 法 (○)23

市 民 ア ン ケ ー ト 2

市 長 と の 対 話 1

委員会設置、計画実施策 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16

市議会意志 積 極 的 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13

参 考 ○ ○ 10

無 視 0

行 過 ぎ ○ 1

そ の 他 ○ ○ ○ ○ 4
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ア ン ケ ト 調 査

ユ.都 市 の 沿革 ・特 性 につ い て
18

ユーユ 貴市 の 市 政 施行 時 につ いてk・知 せ下 さい。 ■9年 月

1-2昭 和33年/昭 和48年 を対 比 し て、 貴 市 の人 口 と都 市 の特 性(就 業

人 口数.所 得 等参 考 に して)に つ い て○ 印 をつ け て下 さい。

A)人 口

B)特 性

○)

D)

E)

昭和33年 万 昭和48年

農業都市一

工 業 〃

鉱 業 〃

水産 〃

商 業 〃

観 光 〃

行 政 〃

住 宅 〃

一 そ の他

人 口密度 ユk㎡ 当 り

人 口構成

0～ ユO才

ユユ～20

2ユ ～30

31～40

人 口流 出入

昼 間8:00～

夜 間6:00～

%

%

%

%

都 市_

万

4ユ ～50才

5ユ ～60

6ユ 以 上

6:00流 入

8:00流 入

万

出

出

流

流

万

%

%

%

一一57一



1-3昭 和 こス年/昭 和48年 を対 比 して、 貴市 の 市 長 及 び市議 会 の特性 に っ

い て○ 印 をつ け て下 さ い。

市 長 昭和33年 昭和48年

自由民 主党

与

聾

与

党

派

会

明

産

社

社

公

共

民

諸

保 守系 無 所属 ・

.革新 系 〃

中 立 〃

市議 会 昭和33年 昭和48年

定 員.名 .

名 ・ 自由民 主党

〃 社 会 党

〃 公 明 党 一

〃一 共 産:党 一

〃 民 社 、党一 ・

〃ー一 諸 派一 派

〃.一.保 守 系 無所属 一

〃_革 新 系 〃 一 ・

〃 中 立 〃 一 ・

1-4、 貴市 は戦 災 に あわ れ ま したか 。

全部 または 大 部分 戦災 に あっ た

一 部分 戦 災 に あっ た

ほ とん ど戦災 に あわ な か った

全 然戦 災 に あ わな か った

1-5貴 市の48年 度 予 算状 態 に つ い てお 知せ 下 さい 。

名

名

〃

"

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一58一
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●

θ

θ

(

亀

税 収 入 億 円

国庫 補 助 金 〃

1-6貴 市の都 市 と して の基 本 的 性格 を示 す もの と して下 記 の 指標 を と りま

したの で、 お知 せ 下 さい 。

ユ ー6-一 ユ

ユ ー6-2

1-6-5

ユー6-4

ユ ー6-5

ユ ー6-6

ユ ー6-7

ユー6--8

A)下 水道排水率 %

%

B)浄 化槽普 及率 %

上水道普及率

国道一 級道路(対 面4車 線以上)

高 速 道 路

交通機 関 鉄

都市銀行数

日 国

口 地下鉄
行

口 ・・ ス
ト

ロ 空 港

A)大 企業(従 業 員300名 以上.支 店 を含む)

団 地

目
住宅団地

工 業 〃

卸 売 〃

A)大 学 ・短大数

B)大 学 進学 率

○)高 校 〃

公園 面 積 ユ人 当 り

本

本

校

%

%

'

一

.

1-6-9

緑地空地面積1人 当 り

所

所

所

ケ

ケ

ケ

口 私 鉄

㎡

㎡

1-6一 ユ0農 家 人 口 率 %

1-6一 ユユA)48年 度 市民 所 得 額

B)1人 当 り市民 所 得額

1'6"12コ ンビナ ー ト ト:1

B)工場数

%

億 円

円

コンビナート(例:石 油 コンビナ

ート)

ユー6一 ユ3都 市 ガ ス 普 及 率

一59一



ユー6-14保 育所.幼 稚 園入 所率%

■-6-15医 療A)人 口10万 当 り医 者 数

B)総 合 病 院 数

○)人 間 ドック 数

D)救 急 病 院 数

E)心 身障害 者 数

F)ね たきり老人 数

ユー6一ユ6交 通 事 故 発 生 数

〃 率(人 口 当 り)%

ユー6-17ピ ッ ク ス トア ー 数(百 貨 店.ス ー パ ー)

ユー6-18電 話 普 及 率(世 帯 当b)

ユー6一 ユ9投 票 率(最 近 の 衆 議 院.県,市 長)

ユー6-20犯 罪 率(全 刑 法 犯 罪 率)

'

1-6-2ユA)競 輪 場B)競 馬 場

1-6-22A)被 保 護 世 帯B)被 保 護 世 帯 率

・-6-2・ 市庁会館 ・公 会堂 口 ある ない

;li三iき目玉三三ii
ユー6-27商 業 従事 者率

1-7貴 市 は他 市 の行 政機 関 と 比較 して 独 自な もの 、又 は特 色 ある もの と考

え て い る課.都 響 が あ りま した らお知 らせ 下 さい。(例,な ん で も す

る課.生 活 課 等)

ユ.

2

3

と施 設収 容人 員

とホームヘルパー数

件

な

な

な

な

ユー-8貴 市 の 地 価 の推移 を お知 らせ 下 さ い。

33年 ㎡ 当 り 円

38年 ㎡ 当 り 円

一60一
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㎡

・

Q

43年

48年

㎡ 当 り.

㎡ 当 り

円

円

ユー9貴 市 の 政策 を推行 ず る為 に先 行 投資 を ど うお考 え です か。

口 先行㌔ る[]不 必要

β

ε

/
人

2.都 市 の 現在 かか え て い る問題 点 につ い て

2一ユ 貴 市 で現 在 か か えて い る問 題点 を3つ あげ て下 さ い。

公 害

住民 エゴ

事務繁雑化

財政不均衡

i三1竺時)目璽:
交通輻綾化 体的 に)

2-2貴 市 の 問題 点 の一 つ として公 害 を あげ られ た市 は そ の性格 に つ い てk・

知 らせ 下 さい。

睡 ]磐
口.そ の他

}

2-3貴 市の 公害 対策 は 解 決 に むか っておbま す か、 又 は 深刻 化 してい ます

か。

口 解鰹 かつている 口 深刻化している・

2-4貴 市 の公 害対策 は どん な もの か箇 条書 きし て下 さ い。

(例.基 準 設 置,罰 則 現.公 害 源 の 弁償 金支 出等)

ユ

2

3

一61一



2-5貴li-iは 公 害 に対 し て 住 民 運 動 が お き て い ます か 。

口 おきている 口 おきていない 口 おきる可能性大

2-6貴 市が 将来 かか え る で あろ うと思 われ る問 題点 を3つ あけ て下 さい 。

(例.特 別 市 街地 の超 過 密化)

め

o]1

P

ユ.

2.

3.

2-7貴 市 は現在 シ ビル ミニ マ ム を決 めて い ます か 。

決 め てい ま したな ら、 その 項 目を お知 らせ 下 さ い。

口 決めていない[コ 決めている
(例.老 人福 祉.公 園1人 当b2.8/rf等)

1.

`

、

'

2.

3.

4

5

2-8,貴 市 は市 条 令 に よる福 祉政 策 を実 施 して い ます か。

口 している 口 して嚇
して い る場 合 は、 そ の主 た る政策 を5つ あげ て下 さい。

1.

2.

3

)
4

5
～
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、

寧

2--9貴 市 は 都 市 の 成 長 過 程 で どの ス テ ージ に い る と思 い ま す か 。

「 成長中[安 定にむかっている 口 すで噸 ・状態

[]醐 に入っている・ 口 ・だ成長以前である

[コ その他

2一ユ0貴 市は 都 市 の成 長 の要 因 は何 で ある と思 い ます か 。3つ あげ て下 さ

いo

ユ.

2.

3.

t

2-1ユ 貴市は これ以上成長す る必要 を感 じますか。 その理 由をあけ て下 さ

い。 又 成長 す る必要 が ない場 合 には、 そ の理 由を あげ て下 さい 。

'
〉

'

し

`

一63一



3.都 市 の新 しい ビジ ョ ンにつ い て

3-■ 貴市 で は長 期 計 画(6年 以 上又 は期 限 な し).中 期計 画(5年 以 内)

を お もちで すか。(スP－ ガ ンの類 で も よい)

磯 目;1[1二

3-2長 期 計 画は一 般 に ビジ ョ ンと呼 ば れ て いま すが 、 貴 市 の 具体 的 ビジ ョ

ン を3つ あげ て 下 さ い。

(例.○ ○ 川 を魚 が住 め る よ うに浄 化 す る:1980年)

ビジ ョ ン 実 施 目標 年(決 っていれば)

ユ

2

3.

3-3貴 市 の ビ ジ ョンの 実 現 の見 通 しに つい てお知 せ 下 さ い。(該 当○ 印)

ビ ジ ョ ン
ユ 2 3

実 現 確 実

実現 には多大 な困難がある

実現 したいがむずか しい

実現する方向より現状は実

に悪化 している

実現は現在 不可能
4

3-4貴 市の 中期 計 画 に お いて、 中期 ビジ ョン と思 われ る もの を箇 条 書 に し

て下 さ い。

(例.全 市 上 水道 普 及100%

ユ.

2
～

3

ユ975年 実 施年 限)

一64一
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b

4

5.

3-5貴 市の ビジ ョン作 成 に あた り、 市 民 の参 加 を どの よ うな 手 段 で行 な っ

て い ま すか。

P

意

公

市

PRパ ンフ レ ッ ト

識調査

聴 会

民集 会

属∴
3-6上 記 の手 段 は どの よ うな チ ャ ン ネ ルで 吸収 して作 成 に資 し てい ます か。

目
市長 の立案の参考

市役所担当者立案の参考

市議 会決定の一 要素

口 市民の反応に・姉 当局
又は市議会で修正.改 正

口 市民のある%以 上の結論
を もって 即 市議 会 の 決 と

1なっ てい る。

口 その他

3-7こ れ か らの 市 政は よ り一 層 市 民 の直 接 参加 を必要 と して くる傾 向 が あ

りま す が、 貴市 で はい か な る方 法 で 市 民の 自治へ の 参 加 を考 えて い ら

れ ます か。 具体 的 に あげ て下 さ い。

(例,ロ ー リン グ シ ステ ム)

1.

2.

3.

4.

一65一



3-8一 部 の 市 で は 、 市 の 予 算.計 画 に つ い て ロ ー リン グ シ ス テ ム と称 し て

そ の 見 直 し、 修 正 を 行 う方 法 を と っ て い ま す が 、 貴 市 で は ロ ー リ ン グ

シ ス テ ム を 行 っ て い ま す か 。

百 行っている 口 行っていない

3-9行 って い る布 では 具 体的 に どの よ うな方法 で行 っ て い るか お知 せ 下 さ

い 。(例.市 民 ア ンケ ー ト等)

牢
』
&
㌢

3一ユ0貴 市 で は市議 会は市 民直 接参 加,意 思 の 決定 につ い て どの よ うな取

扱 い を して い ます か。

1「'樋 的疎 批

日 参離 するだけ

[コ 無視

「「 市民直鯵 加は行過ぎである

[コ その他

3-1ユ 貴 市 で は住 民 エ ゴの 問題 がtoき て います か 。

L已 ている 口 ・oきていない

ボ

が

e
創

3一ユ2お きて い れぱ 、 そ の 問題 を お知 せ 下 さい。

(例.ゴ ミ処 理 問題.パ イ プ ライ ン敷 設 問題)

●

-

1

2

3.
2

㌣
ま

・」
'

、
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